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• アメリカと中国（1） 悪化
するアメリカの対中認識
（8月1日）

• アメリカと中国（2） 圧力
一辺倒になりつつあるアメ
リカの対中姿勢（10月2
日）



トランプ外交の一般的特徴

1. 国際「秩序」の擁護者たる役割の否定

2. 介入主義の否定

3. オバマ外交の否定

4. 権威主義国家のリーダーとの対話を否定しない

5. 取引主義（同盟国にすら）

6. Etc…

中間選挙を経て、変わる見込みは薄い
むしろトランプらしさは2020にかけて強まる
「アジア重視」も変わらず



米中関係

• 2017年のアップ＆ダウン

• 2018年（17年末に萌芽）に本格化し始めた対中認識の悪化

• 国家安全保障（NSS） 「競争」

•貿易赤字・技術・政治体制・安全保障・宗教・台湾

• 超党派的コンセンサス

1. 国防授権法(NDAA)

2. CFIUS強化



米中経済安全保障再検討委員会2017年次報告書より



覇権交代

• （オバマ期）アメリカの構造的権力（どのように物事が行われ
るべきかを決める権力、すなわち国家、国家相互、または国家
と人民、国家と企業等の関係を決める枠組みを形作る ）、軍事
面における全般的優越に中国は迫っていないとの認識

• （現在）権力移行に、切迫感が強まっている



展望

•見通しづらい政策決定過程

•見えてこないEnd State

•今後のシナリオは？ 小休止と再度の緊張？

•日本にとって日米中関係での決断のときは来るか？



北朝鮮とアメリカ

• 11／8 ポンペオ・金英哲会談のキャンセル

• 11／15 ペンス発言（シンガポール）
• 中国の北朝鮮制裁強化を米中サミットの論題と言及
• 2019年の米朝サミットに言及
• 北朝鮮の完全なリスト提示をサミット開催の前提にせず、むしろ議題に

• 11／15 韓国統一部長官、ワシントンにて講演
• 南北経済協力の本格化は尚早と
• 南北サミット、年内の可能性も否定せず

• 11／16 米国人1名解放

• 11／17 中韓首脳会談にて習近平、平壌訪問受諾と表明

• 現時点で金英哲との会談、セットされず


